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登壇 

 

司会：投資家の皆様、こんばんは。本日の電話会議は田辺三菱製薬株式会社様の、2019年度第 2

四半期決算説明会です。 

カンファレンスを始めます前に、皆様にお断り申し上げます。これから行う説明におきまして、現

時点の予想に基づく将来の見通しを述べる場合がございますが、それらは全てリスクならびに不確

実性を伴っています。皆様には実際の結果が見通しと異なる場合があることを、あらかじめご了承

ください。 

それでは、広報部、高井様。お願いいたします。 

高井：それでは、ただ今より、2019年度第 2四半期決算説明会を開催いたします。本日の説明会

には取締役常務執行役員、経理財務部担当、田原永三。取締役常務執行役員、育薬本部長、小林義

広。執行役員、営業本部長、川上泰利が出席しております。私は広報部長の高井でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

まず、田原より第 2四半期決算概要についてご説明させていただいた後、皆様からのご質問をお受

けいたします。それでは田原常務、お願いいたします。 

田原：本日はご多用の中、田辺三菱製薬株式会社 2019年度第 2四半期決算説明会にご参加いただ

き、誠にありがとうございます。私は取締役常務執行役員の田原永三でございます。 

本日は決算概要、通期業績予想、研究開発の状況、株主還元についてご説明をいたします。 
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まず、2019年度第 2四半期決算概要についてご説明いたします。ページ 2をご覧ください。売上

収益につきましては、当第 2四半期では引き続き国内重点品が伸長いたしました。一方で、ジレニ

アのロイヤリティ収入に関してはノバルティス社との仲裁手続が継続中であるため、IFRS第 15号

に従い、その一部について売上収益の認識を行わない結果、前年同期比マイナス 10.3%、216億円

減収の 1,881億円になりました。 

各段階損益はこの主にジレニアのロイヤリティの影響があり、減益となっております。売上総利益

は 996億円、コア営業利益は 116億円、四半期利益は 83億円となりました。 

なお、10月 25日に業績予想の修正について公表しましたとおり、販管費および研究開発費が下期

にずれ込んだことなどにより、コア営業利益以下の各段階利益は、5月 10日に公表しました当初

予想を大幅に上回る結果になっております。 
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次に売上収益の増減について、グラフにてご説明いたします。国内医療用医薬品においては昨年よ

りヤンセンファーマと販売の枠組みを変更したステラーラの寄与およびルパフィン、シンポニー、

カナグル等の重点品の伸長により、前年同期比プラス 75億円となりました。 

海外医療用医薬品においては、前年同期比マイナス 25億円となりました。ラジカヴァは待機患者

さんへの処方が一巡したこと等によりマイナス 22億円となりましたが、ラジカヴァの売上収益と

しては今年度の予想の水準にあります。なお、ラジカヴァの投薬患者数は、9月末現在で累計約

4,200名となっております。 

ロイヤリティ収入につきましては先ほどご説明しましたとおり、ジレニアの減少等により前年同期

比マイナス 270億円となりました。 

これらの結果、売上収益は前年同期比マイナス 216億円の 1,881億円となっております。 
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続いて売上原価、販管費、コア営業利益についてご説明いたします。売上原価は 23億円増加、売

上原価率は品目構成の変化、ロイヤリティ収入の大幅な減少等により、前年同期比 6.0ポイント上

昇の 47.1%となっております。販管費は前年同期比でやや減少、研究開発費はほぼ横ばいとなり、

当初予想を下回っております。 

これらの結果、コア営業利益は 228億円減益の 116億円となりました。当初予想との比較につき

ましては、ご覧のとおりでございます。 
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次にコア営業利益以降につきまして、営業利益は 219億円減益の 125億円となりました。金融損

益につきましてはご覧のとおりでございます。費用については為替によるものでございます。 

これらの結果、四半期利益は 166億円減益の 83億円となりました。 
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次に 2019年度の業績予想についてご説明いたします。ページ 7をご覧ください。 

2019年度通期の業績予想につきましては、ジレニアのロイヤリティ収入に関して下期もノバルテ

ィス社との仲裁手続が継続していることを見込んでいる一方で、上期からずれ込んでおります経費

が通期では予定どおり発生すると見込んでおり、当期予想から変更しておりません。ご覧のとおり

でございます。 
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続きまして、これより研究開発の状況についてご説明いたします。ページ 9をご覧ください。こち

らは主な開発パイプラインの状況を示したものです。2019年度第 1四半期決算発表以降に進捗の

あったものは、青くハイライトをしております。これら進捗のあったものにつきましては、次から

スライドにてご紹介いたします。 
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ページ 10をご覧ください。当社のグローバル後期開発品について、各プロジェクトの進捗をご説

明いたします。ALS 治療薬、ラジカヴァは各国地域への承認申請を並行して進めており、日本、韓

国、米国、カナダ、スイスに続き、7月には中国でも承認を取得いたしました。ラジカヴァの経口

剤、MT-1186は 10月に FDA よりファストトラック指定を受けております。12月には長期安全性

試験を開始する予定でございます。 

パーキンソン病治療薬の ND0612は、長期安全性試験において目標とする 12カ月投与、100例を

達成いたしました。また、経口剤との比較試験であるフェーズ 3試験、バウンドレス(BouNDless)

試験と申しておりますが、8月に開始いたしました。 

季節性インフルエンザ VLPワクチンであるMT-2271は、9月にカナダで申請いたしました。米国

では高齢者および成人のデータを解析中であり、申請に向けて当局との協議を予定しております。 
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次に、これより当社の中枢神経領域強化に向けた取り組みを中心にご紹介いたします。 

当社は中枢神経領域を核とするグローバル企業をめざし、グローバルではラジカヴァを起点として

神経変性疾患を中心に、パーキンソン病を対象とした ND0612や、脊髄損傷を対象としたMT-

3921など、重篤な疾患の新薬を投入してまいります。 

また、国内では多発性硬化症治療薬イムセラ、うつ病治療薬レクサプロに続き、グローバル品の国

内展開に加え、MT-0551イネビリズマブや、MT-5199など、中枢神経領域に新薬を継続的に投入

し、領域強化を図ってまいります。 
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それでは、各品目の進捗についてご説明いたします。ページ 12をご覧ください。 

まず、ラジカヴァにつきまして、ALS 患者さんを対象としたバイオマーカー試験を米国で開始いた

しました。全米の約 40施設で、約 300名の ALS 患者さんを対象に、ラジカヴァの投与前、投与

後にバイオマーカーの測定と臨床評価を行います。この試験で ALSの病状進行の指標となるバイ

オマーカーを特定し、ALS 患者さんにより適切な治療の選択肢を提供できるよう、取り組んでまい

ります。 
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次に、ラジカヴァの経口剤であるMT-1186の状況です。本年 7月に FDA と、8月に PMDA と申

請までの開発計画について合意いたしました。今後、年内に長期安全性試験を開始し、24週のデ

ータを入手後、速やかに FDA へ申請いたします。既に経口剤と注射剤の薬物動態比較試験は完了

し、静注剤と同様の薬物動態プロファイルを確認済みです。10月には FDA よりファストトラック

指定を受けました。米国で 2021年度の上市を予定しております。 
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次に ND0612の進捗についてご説明いたします。8月にプレスリリースしましたとおり、欧米でフ

ェーズ 3試験を開始いたしました。このフェーズ 3試験の目的は運動症状があるパーキンソン病患

者さんにおいて、経口剤のレボドパ/カルビドパと比較し、持続皮下注製剤である ND0612の有効

性、安全性および忍容性データのエビデンスを確立することにあります。経口レボドパ/カルビド

パ製剤を対照薬としたダブルブラインド試験で 12週の評価を行い、ND0612の優越性を検証いた

します。2021年度に申請、2022年度の上市を予定しております。 
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次はMT-8554でございます。血管運動神経症状患者さんを対象として、米国でフェーズ 2試験が

終了し、メカニズムに基づく有効性を確認いたしました。現在、フェーズ 3試験の準備をしており

ます。更年期に伴う血管運動神経症状に対し、高い安全性が期待できる新規作用機序の非ホルモン

療法として、フェーズ 3試験の準備と並行し、アライアンス活動を実施しております。 
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次にMT-3921でございます。大阪大学との共同研究により創製したヒト化抗 RGMa抗体です。本

剤は RGMaの作用をブロックすることで、神経軸索の伸展を促します。また、RGMaは炎症反応

にも関与しており、本剤は炎症抑制作用も有しております。これらの作用により、脊髄損傷後の神

経再生を促進することが期待されます。 

現在、国内で健康成人を対象としたフェーズ 1試験を実施中でございます。6月には米国にて実施

予定の外傷性脊髄損傷を対象とするフェーズ 1試験の計画を FDAに提出いたしました。年内には

開始する予定でございます。 
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次にMT-0551、イネビリズマブについてご説明いたします。10月 8日、ビエラバイオ(Viela Bio)

社とライセンス契約を締結し、視神経脊髄炎関連疾患でグローバルフェーズ 3試験を終了している

本剤の、日本およびアジアにおける独占的開発・商業化権を獲得いたしました。 

本剤はヒト化抗 CD19モノクローナル抗体でございます。CD19を発現する B細胞および自己抗体

を産生する形質芽細胞を除去する作用を有し、1日目と 15日目、その後は半年に 1回の単剤投与

でございます。さらに総合障害度において、臨床的意義のある抑制効果を見出されております。 

視神経脊髄炎関連疾患は、国内ではいまだ承認された治療薬がなく、アンメットニーズの高い疾患

であり、国内の患者数は約 5,000名とされております。現在、国内申請の準備中であり、2020年

度に申請、2021年度の上市を予定しております。 
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続いてMT-5199についてご説明いたします。国内でフェーズ 2/3試験を実施中で、症例の組み入

れが終了いたしました。こちらに概要を示しております。本剤は小胞モノアミントランスポーター

タイプ 2阻害剤で、2015年に米国、ニューロクラインバイオサイエンス社から導入いたしまし

た。 

米国では既に遅発性ジスキネジアの承認を取得し、イングレッツァ(INGREZZA)として上市済みで

ございます。米国の革新的な医薬品開発に与えられる権威ある賞である、プリガリアン賞にもノミ

ネートされた薬剤でございます。 

日本では遅発性ジスキネジアの適応を有する治療薬はいまだになく、患者さんに新たな治療を提供

できるよう、開発を進めてまいります。本剤は 2021年度に申請、2022年度の上市を予定してお

ります。 
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19ページ、こちらは主なパイプラインの上市計画でございます。ご覧のとおりでございます。 
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最後に、株主還元についてご説明いたします。配当につきましては当初の予想どおり、中間配当は

28円といたします。昨年 11月に公表しました中期経営計画の見直しに基づき、本中計期間中は現

状の年間配当 56円を維持する予定でございます。 

私からの説明は以上になります。ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

高井：それでは、質疑応答に移ります。 

司会： では、最初に、大和証券の橋口様、ご質問をお願いいたします。 

橋口：橋口です、よろしくお願いいたします。パイプラインでいくつかあるんですけれども。 

一つ目がラジカヴァの中国についてです。この販売戦略をご紹介いただけませんでしょうか。保険

償還の取得を狙っていくような戦略なのか、あるいは自由薬価でビジネスをされていくお考えなの

か。また、売上ポテンシャルをどのように考えていらっしゃるのかについて、コメントいただけま

すでしょうか。 

小林：小林からご回答差し上げます。まずはオーファンですし、早急に中国当局からも承認いただ
きましたので、患者さんに早く届けるという意味からも、まずは自由薬価で販売していきたいと思

います。その後、当局との相談の中で保険償還できるようであれば、そこにも入れていきたいと考

えております。 

橋口：当初の価格としては、どのような価格で上市されていくのか。あと、上市の時期について
は、どのようにお考えですか。 

小林：その辺りは中国当局との交渉にもよりますので、具体的にこの時期にというところは、今日
のところは控えさせていただきます。なるべく早い時期に。 

田原：来年度には発売を予定しておりますけども、製品品質の審査等もございまして、今、検討を
進めている状況でございます。 

橋口：ありがとうございます。あとMT-2271、インフルエンザのワクチンについてなのですが、

米国での状況が従来のご説明と変わっていないのかを確認させていただけませんでしょうか。 

従来は高齢者のフェーズ 3の結果を基に、4クォーターに申請という見通しを示されていらっしゃ

ったかと思うんですけれど、その高齢者のフェーズ 3の結果は期待どおりであったということでい

いのか。それから申請に向けたスケジュールも、特に変わっていないという理解でよろしいのでし

ょうか。 
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小林：小林から回答いたします。スライドでは 10ページに書かせていただきましたけれども、変

わっておりません。高齢者の結果、フェーズ 3の結果を解釈して、当局と、FDA と相談をする予

定でございます。 

橋口：現時点の解析結果としては、御社としてはご満足される結果だったという理解でよろしいの
ですね。 

小林：FDA との相談に堪える結果だと考えております。 

橋口：ありがとうございます。最後にMT-3995なのですが、NASH の適応症の POC 試験の結果

を 2クォーターに取得される予定だと従来ご説明いただいておったかと思うのですが、これについ

てはどのような状況になっていらっしゃるのでしょうか。 

小林：それも、前回もご質問あったかと思うんですけれども、NASH の日本でやった治験でござい

ますけれども、結果は取得しております。メカニズムに基づいて、ある程度有効性は確認できたと

考えておるんですけれども、ご存じのように NASHで適応を最後まで取っていくというと、非常

に膨大な大規模試験が要りますので。結果も踏まえてパートナリング、一緒にやってくれるような

ところを探しながら、今後の出口戦略を考えているところでございます。 

橋口：ありがとうございます。以上です。 

司会：橋口様、ありがとうございました。では次に、シティグループの山口様、ご質問をお願いい
たします。 

山口：シティの山口です。よろしくお願いします。 

一つ目がMT-8554なんですけれども、これの POC 試験の結果はどこかに開示されていますか。 

小林：今、学会報告に向けて準備を進めておりますので。近々、ご報告できるかと思っておりま
す。 

山口：分かりました。あとこれも、ある意味、海外でやろうとすると、そこそこの販売網という
か、そういうのが必要だと思うんですけれども。基本的にはこれはアライアンス活動ということな

ので、基本的には出す方向なのでしょうか。中枢ともちょっと違いますし、それとも並行してやろ

うというお話になっているのでしょうか。海外の部分です。 

小林：海外はパートナリングでパートナーを見つけながらやっていきたいと考えているところでご
ざいます。 
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山口：分かりました。あと二つ目の質問で、ジレニアの例の仲裁の話なんですけれども。続いてい
るということだと思うのですが、この 3カ月間に何か御社から見て進展といいますか、そういった

ものは何かございましたでしょうか。 

田原：一応、進んでいる状態でございます。何か大きくトラブルといいますか、何か支障というの
はございません。進んでいます。 

山口：その場合の、なかなか外部にはっきりしたケースがないので、時間軸を計るのは少し難しい
ところがどうしてもあるんですけれども。今おっしゃった進んでいるというのは、最終的な仲裁の

合意に向けてお互いにいろいろ準備したり、会議したりということが普通想定されるのですけれど

も、それが粛々と行われているということですか。 

田原：そう粛々とです。具体的に他社においても、こういう仲裁の案件は各社が守秘義務を持って
おりますので。他社事情が全く見えない状況でございまして。我々もなかなか詳細は言えない状況

でございます。 

山口：分かりました。ということは、終わる時期についても当然、言いようがないというところで
すか。 

田原：ええ。スケジュールについてもコメントできない状況でございます。 

山口：分かりました。一応、先ほど田原様にコメントいただいたんですけれども、通期の業績予想
をいろいろございますとはいえ、Q2でもう上回っているんですけれども。これは費用の未達・未

消化等々もあるとは思うのですけれども、これは Q3、Q4、営業赤字でいくという前提なのです

か。それとも、もともと利益水準が今非常に低い状態ですので、都度また見直すということなので

しょうか。 

田原：経費が下期に倒れて、一応予定どおり消化する予定でございますが、その消化具合は今度、
3クォーターのご説明するときにある程度、着地まで見通せるような時間軸になると思いますの

で。必要であればその時点でとは考えております。 

山口：分かりました、ありがとうございます。 

司会：山口様、ありがとうございました。では次に、モルガン・スタンレーの村岡様、ご質問をお
願いいたします。 

村岡：こんにちは。モルガン・スタンレー村岡です。よろしくお願いします。配当なんですけど中
計の期間中、2020年までは今の水準を続けるとおっしゃられた言葉は、その額面どおり信じたい

のですが、年 300億円ですよね。バランスシートで 150億円、今回も積み上がっているのも分か
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っているつもりではいるのですが、これを続けることの是非は、社内的には議論はなっているので

しょうか。 

田原：取締役会でも審議をいただいて、方向、方針は出しております。今回、予想をご説明したと
きに 56円としたときには、仲裁の影響はありますけれども、当社としてはロイヤリティを契約に

則って受領する権利があるということを主張し続けておりますので。それを踏まえれば、中計の水

準にあることを前提に 56円と言いましたので。その延長線上で、今のところ変化がないという認

識で、継続する予定にしております。 

村岡：来期も、今の考え方が大きく変わる可能性は低いという意味ですよね。 

田原：先のことまで、コミットまではできませんけども、去年の 11月に中期期間中はというアナ

ウンスをいたしましたので。その点はまだ当社としてはキープしているという、そういう認識でご

ざいます。 

村岡：分かりました。あとMT-7117でしたっけ。EPPの薬。これのフェーズ 2の結果がそろそろ

出ているはずだと思うのですが、これは何かアップデートはありますでしょうか。 

小林：予定どおり進んでおりますので、近々、アップデートできるかと思っています。 

村岡：まだお手元に結果は届いていないということですか。 

小林：はい。もうじき届くかと思います。 

村岡：分かりました。最後、今度の IR ミーティングはどういったお話をお聞きできると思ってお

けばよろしいのでしょうか。11月 25日ですね。 

高井：私からお答えします。高井でございます。現状、私ども、今のこの中計もあと 1年を残した

立ち位置のことをまずは認識した上で、そのベースとなる売上についてと、あとできればニューロ

ダームの今後の戦略について、お話ができるかなと準備を進めようとしております。 

村岡：分かりました。ありがとうございます。以上です。 

司会：村岡様、ありがとうございました。では次に、クレディ・スイスの酒井様、ご質問をお願い
いたします。 

酒井：一つだけなんですけれども、最初の業績の説明のところを私、あまり聞けてなかったので、
重複したら申し訳ないんですけれども。 

御社の税率なのですが、終わった期のことを聞くなって怒られるかもしれませんけども、今年の 3

月期実績の税率が高くて、これ多分、確か損金算入でしたっけ、構造改革費用とかがあった影響に
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よるものだと理解していたのですが、今期もあまり税率下がっていませんけれども、これ、ジレニ

アからのロイヤリティの受取は、これは有税だと思うのですが、その部分で税率が表面上高く見え

ているということでよろしいのかどうか。 

この会計上の扱いは、税金の扱いはどうなっているのか。つまり仲裁が終わったときにどういう処

理が行われるのか。仮に御社が主張している状況で決着した場合、これを教えてください。 

田原：税率につきましてはトータルの利益のかさが 100億円水準ということで、小さくなってい

る状況の中で、ニューロダームの R&D 費とメディカゴの R&D 費の金額が非常に高くなっていま

して、この 2社の税効果が取れておりません。それによって見かけ上といいますか、実効税率が非

常に高い水準になっている状況でございます。 

ジレニアの仲裁にかかわる税率云々で、その状況が出ているわけではないということです。 

酒井：分かりました。ただ、ノバルティスからのロイヤリティ受取に関しては通常の収益として課
税対象になる。そういう理解でよろしいですか。 

田原：税務上は収益が出たときに、仲裁が決着したときに処理するという理解でございます。 

酒井：そのときに一括処理ということなのですね。 

田原：税務上はいろいろございまして、詳細は非開示にさせてください。 

酒井：分かりました。ありがとうございます。 

司会：酒井様、ありがとうございました。それでは次に、三菱 UFJモルガン・スタンレー証券の

若尾様、ご質問をお願いいたします。 

若尾：三菱 UFJモルガン・スタンレー証券、若尾です。よろしくお願いします。二つありまし

て。 

一つが、ALS 患者を対象としたバイオマーカー試験の位置づけを確認させてください。以前ご説明

があったのかもしれませんが、このバイオマーカー試験の結果は、こちらは今後の新しい薬剤の開

発に役立てていくと考えておいたほうがいいのか。こちらの解析結果次第で何かしらラジカヴァの

今の薬剤であったりとか、経口剤であったりの売上のアップサイドにつながるようなことが起こり

得るのか。この試験の位置づけを教えてください。 

小林：小林です、回答します。ご存じのようにラジカヴァはアメリカにおいて、ALSに関して日本

のデータだけで承認を取りましたので、なかなかデータが少ないということと、ALS自体の薬剤が

限られていますので、いろいろな病態もしっかり把握できていないところがございます。 
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そういった意味でラジカヴァを投与してバイオマーカーがどう動くか、その中で ALSの患者さん

の早期診断ですとか、薬効の確認等々にも利用させていただいて、より疾患を理解していただく、

併せてラジカットを理解していただく目的でやっております。 

若尾：分かりました。2020年中に中間解析実施されるということなのですが、その結果はご公表

される予定があるのですか。 

小林：はい。しかるべくタイミングでできるものかと思っています。このバイオマーカー試験自体
のプロトコルでない部分というんですか、それはもう既に 2019年 4月のオーランドの学会で発表

させていただいております。適宜ご報告できるようなデータが出てきたときには、タイムリーに報

告させていただきたいと思います。 

若尾：ありがとうございます。もう一つが導入品のMT-0551に関して教えてください。この薬

剤、この疾患に関して競合薬、中外のサトラリズマブや、ソリリス(エクリズマブ)とかがあると思

うのですが、そういった薬剤と比較してこの薬の特徴、ポテンシャルを教えていただきたいのです

が。 

ぱっと見た感じ、再発抑制率も非常に高いですし、半年に 1回というところの利便性も高いと思う

んです。他剤よりも優れていると思うのですが、単純にそこの 2点だけで、この薬剤の優位性と捉

えていいのか。対競合という観点でもう少し詳しく教えていただけませんでしょうか。 

小林：ご指摘のように本剤を含めて 3剤が今、NMOで開発中です。それで詳細な他剤のデータ

等々は十分理解しておりませんので、どこまでどうしっかり差別化できるかは今後、実際に世に出

ていろいろなデータを積み重ねていく中で決まってくることかと思います。 

ただ、3剤とも狙っているところが CD19であったり、補体であったり、IL6のレセプターのとこ

ろでございますので。そういったことを、効果をしっかり確認しながら差別化していくものかと思

っています。 

ただ、患者さんにとっては 1剤だけじゃなくて、3剤いろいろ出ることによって、最適な患者さん

に最適な薬剤を使っていただくということで、非常に良いことになろうかなと思っています。 

ご指摘のように投与間隔についてはイネビリズマブが一番長いので、使い勝手というところではい

いのかもしれません。短期的なデータで非常に効果が良くて、FDA としても短期的なデータで治

験をストップさせて申請していいよということになっていますので。今後、引き続き長期の有効

性、安全性を確認しながら、差別化も図っていきたいと思っています。 
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若尾：分かりました。今のイネビリズマブについてもう少し教えていただきたいのですが、この対
象患者 5,000人というのは、この 5,000人全部対象になるという理解をしてよいのか。あと、この

イネビリズマブは Bセルをターゲットにしているからだと思うのですが、副作用として尿路感染

症とか、感染症系の副作用があるなと思ったのですが。この点はこの薬剤の足かせになるような懸

念される副作用になり得るものなのか。ご見解を教えていただけませんか。 

小林：副作用のところはランセットで論文等も出ていますけど、尿路感染症も発現しておりますけ
れども、プラセボと大きな違いもないですし。これも短期的な結果でございますので、長期でしっ

かりフォローしていくということを考えております。特に現時点で、特別にハイリスクとは考えて

おりません。 

対象患者ですけれども、全ての患者さんです。例えば合併症ですとか、いろいろな病態を持たれて

いる方がおられますので。そこをセレクションしながら、特に初期においてはしっかりしたデータ

を担保しつつ、治療対象の患者さんに投与していくということになりますので、最初はちょっと少

ないかもしれませんけれども、安全性が確立されて有効性もしっかり確認する中で、どんどん対象

が広がっていくものだと思っています。 

若尾：ありがとうございます、よく分かりました。以上です。 

司会：若尾様、ありがとうございました。では次に、モルガン・スタンレーの村岡様、ご質問をお
願いいたします。 

村岡：1個だけ追加でお願いします。イネビリズマブの件で。勉強不足なんですけど、確かこれは

アクアポリン 4陽性オンリーだったような。サトラリズマブは陽性、陰性両方とも対象だよ、みた

いな説明を受けたことがあるような気がするのですが、その解釈で合っていますでしょうか。 

小林：治験自体は陽性、陰性、両方の患者さんで区別なく治験をやっております。 

村岡：結果も両方とも出ているんでしたっけ。 

小林：結果として、セロネガティブの患者さんの入っている率が非常に少ないことがございます。
セロネガティブだけの患者さんを取り出してプラセボと実薬で比較した場合、明確な有効性はこの

試験からでは出ていないというかたちで、ランセットの論文にも書かれております。ただ、対象と

しては両方でやっております。 

村岡：最終的にどういうラベルになるかは、当局の判断によるかもしれないということですか。 

小林：そういう理解で結構でございます。 
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村岡：分かりました。ありがとうございます。以上です。 

司会：村岡様、ありがとうございました。それでは以上で質疑応答を終了させていただきます。 

最後に高井様、一言ご挨拶をお願いいたします。 

高井：本日は皆様、お忙しい中、弊社カンファレンスコールにご参加いただきまして、誠にありが
とうございました。 

司会：以上で、電話会議を終了させていただきます。本日は最後までご参加いただき、ありがとう
ございました。 

［了］ 


